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CCL周波数に関連しての考察題目
御へ

加藤隆夫著者

概要

RFQ (PARMTEQ)、DTL (LINSAC)、CCL (PROEND)のコードを使って、DTL
からCCLヘのつなぎ方の追試を行なった。DTLコードが刷新された為に、以前
よりも結果が明確に得られた。transition energy 100 MeVと150 MeV、CCL周波
数972 MHzと129６ MHzを比較した。DTL周波数は324 MHzo  100 MeV １29６
MHzのCCLの最大透過率は98.25%   (1572/1600)であり、必ずビームロスを
生じるo   100 MeV 972 MHzのCCLは、100%透過の領域はあるが、その幅が狭
いので運転が厳しくなるだろう。150Ｗ企V1296MHzも同様である。要するに、他
のビーム劣化の原因を考慮すれば､４倍の周波数比では､殆どビーム損失がある
といえる。大強度'ノニアックというマシンの性格を考えるならば、３倍１５０
MeVは動かしがたい。ならば、加速安定位相を大きく下げて、全てを受け入れ
ればよいではないかという考え方は、ビームの性質がどんなに悪くなっても、非
線形領域が大きくなってビーム損失の可能性が増えても構わないという考え方で
あり、大強度陽子'ノニアックには不適当である。
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CCL周波数に関連しての考察

加藤隆夫

1.はじめに
DTLの周波数を324 MHzに選ぶと、その３倍は972 MHz、４倍は１2９６ MHzとな

る。1296 MHzについては、これまでの蓄積があり、又、この周波数を考慮して324 MHz
を決めている事‘情もあり、人情がある。次に、'ノニアックが縮小された結果、与えられた
条件の中でどのように最適化を行なうべきかという問題もある。この場合重要なのは､与
えられた条件であり、これは、これまでの経緯、そして様々な方面の有様を考慮すれば、
限定的に考えるべきでなく、なるべく広い局面を考慮すべきであろう。短気的に決めた
場合に、そのつけを負うのは、ビームのユーザーであり、加速器の運転維持をする人々
である。短気が長期的な展望の下で決められたと思われても、設計の悪い機械は、永劫
に渡り、人知れずマシンの‘性能を落としているのである。電流が小さいマシンだからい
いだろうと、同意した事が、意外と長く尾をひく事がある。それは、その時点で我々が
知る知識に限界がある為でもあるが、安易な妥協の産物でもある◎

計算機シミュレーションが現実より悪い結果を生む事は殆ど皆無である｡逆に計算
機で駄目なものは、多くの場合それ以上に駄目である。このようでないシミュレーショ
ンは、シミュレーションに欠陥があるのであろう。従って、シミユレーシヨン結果が悪
くても、それを現実に選ぶ場合には、それ相応の理由が無ければならない。

あるパラメーターを決める場合に、これはⅢsビームの性質を考えればよいのか、
又は100%ビームを考えなければいけないのかを、見極めることが肝要である。ピーク
電流、平均電流と関連させて、このような考え方をすれば、何をすればよいか決まる。
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2.シミユレーシヨン
CCL周波数972 MHzと1296 MHzに対して、入射エネルギー100 MeVと150 MeV

の４種類のシミュレーションを行なう。CCLへの入射ビームは次の手順でつくる。
1) RFQ 324 MHzで、50 KeVから３ MeVまで加速する(PARMTEQ)。
２）縦横のマッチングをとってDTL用code LINSAC 324 MHzへ入射させる。
3)  100 MeV出力と150 MeV出力を作る。
４）約2mのド'ノフトと周波数比に対応した位相の伸張を行なう。
５）横のマッチングをとり、CCL用コードPROENDで600 MeVまで加速する。

RFQとDTLは50 mA、CCLはゼロ電流で行なった。粒子数はLINSACの制約により１600
とした。
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3.結果
図ｌ
図２
図３ 150 MeV DTL output, 2 m drift, x3  (位相比）



図4 : 100 MeV DTL output, 2 m drift, x3 (位相比.
図5 ! 150 MeV DTL output, 2 m drift, x4 (位相比).
図6 ! 100 MeV DTL output, 2 m drift, x4 (位相比).
図7 CCLの透過率を入射位相に対して図示o W150fl296は入射エネルギーが150

MeV、周波数が1296 MHzを示す。
図８前図７の縦軸を拡大したものo    CCLの透過率を入射位相に対して図示。

W150fl296は入射エネルギーが150 MeV、周波数が1296 MHzを示す。

4.考察
100 MeV 1296 MHzのCCLの最大透過率は98.25%   (1572/1600)であり、必ずビー

ムロスを生じるo   100 MeV 972 MHzのCCLは、100%透過の領域はあるが、その幅が狭
いので運転が厳しくなるだろう。150B肥V1296MHzも同様である。要するに、他のビーム
劣化の原因を考慮すれば、４倍の周波数比を採用すれば、殆どビーム損失があるといえ
る。大強度'ノニアックというマシンの性格を考えるならば、３倍１ 5 ０ MeVは動かしが
たい。ならば、加速安定位相を大きく下げて、全てを受け入れればよいではないかとい
う考え方は、ビームの'性質がどんなに悪くなっても、非線形領域が大きくなってビーム
損失の可能性が増えても構わないという考え方であり、大強度陽子'ノニアックには不適
当である。
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FT64DPDW・RFQ150MeV2､4MV FT64DPDW・RFQ100MeV2､4MV50mA
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図1 : １5０ MeV DTL output, phi-W 図２ ! 100 MeV DTL output, phi-W

150 MeV,drift･x3
１０１

100.8

100.6

夢100.4

100.2

９９．８

１４９
148.8
148.6
148.4
陵148.2
１４８
147.8
147.6
１４７．４

岬、

図3 '. 150 MeV DTL output, 2 m drift,
x3  (位相比).

図４ I 100 MeV DTL output, 2 m drift,
x 3 位 相 比 .
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図６ : 100 MeV DTL output, ２ m drift.
x４  (位相比).

図5 : 150 MeV DTL output, ２ m drift,
x４  (位相比.
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図７ CCLの透過率を入射位相に対して図示｡W150fl296は入射エネルギーが
150 MeV、周波数が1296 MHzを示す。
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図８前図７の縦軸を拡大したもの｡CCLの透過率を入射位相に対して図示。
W150fl296は入射エネルギーが150 MeV、周波数が1296 MHzを示す。


